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幼児のテレビ・ビデオ視聴時間,ゲーム時間と

生活実態との関連

栗谷 とし子D,吉 田 由美カ

〔論文要旨〕

幼児を持つ保護者1,077名 を対象に生活実態調査を行い,テ レビ。ビデオ視聴時間およびゲーム時間

と幼児の生活習慣,遊び,親子の関わり方との関連を検討した。

その結果,視聴時間2時間未満のテレビ短時間群は長時間群より好ましい生活習慣であり,テ レビ・

ビデオの視聴時間が幼児の健康的な生活リズムや生活習慣形成に影響を及ぼすことが示唆された。また

平日のグーム時間は女子より男子, また,年長児ほど長くなる傾向にあった。絵本の読み語 りや親子で

一緒に遊ぶなど親の直接的な関わりがテレビ。ビデオ視聴時間およびゲーム時間の長短に関連していた。
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I.は じ め に

近年の情報社会の中で,電子メデイアとの

接触は低年齢化,長時間化,多様化 し,乳幼

児期では特にテレビ・ビデオの長時間視聴が

成長・発達に及ぼす影響について懸念されてい

る。1999年に発足 した子どもとメデイア研究会

(2003年 よりNPO法人子 どもとメデイア)は
2000年 から毎年子どもの発達へのメディアの影

響を調査1)し
,①子どもたちは乳幼児期から「メ

デイア漬け」の状態になっていること,②幼児

期における影響として,言語発達や対人関係ヘ

の重大な影響が懸念されること,③メディア接

触の長時間化が遊び時間の減少,睡眠不足など

生活リズムの乱れを起こし,身体発達への影響

が深刻化してきていること,④小中学生の間に

ゲーム漬け,イ ンターネット漬けが広がり,深
刻な影響が懸念されること,⑤メディアコント

ロールの取り組みの有効性などを指摘し,「危

険可能性」という立場で,メ ディア漬けから抜

け出すための提言を行っている。また,日 本小

児科医会のは2004年 2月 ,メ デイア接触の低年

.齢化,長時間化が子どもの運動不足,睡眠不足 ,

コミュニケーション能力の低下を招き,言葉や

心の発達を妨げるとし,2歳 まではテレビ 。ビ

デオ視聴を控えることや,メ デイア接触の総時

間を2時間までに制限することなど保護者向け

に具体的な 5つの提言をしている。さらに,同

年 4月 に日本小児科学会のは乳幼児のテレビ視

聴と発達についての調査結果から,長時間視聴

は 1歳 6か 月時点における有意語の出現の遅れ

と関係があることや日常やテレビ視聴時に親子

の会話が少ない家庭で有意語出現が遅れる率が

高いこと,こ のようなテレビの影響にほとんど

の親が気づいていないことを挙げ,内容や見方

によらず長時間視聴は言語発達が遅れる危険性

が高まるとし,日 本小児科医会 と同様に2歳以

下の子どもには,テ レビ・ビデオを長時間見せ
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〔論文要旨〕

　幼児を持つ保護者1，077名を対象に生活実態調査を行い，テレビ・ビデオ視聴時間およびゲーム時間

と幼児の生活習慣，遊び，親子の関わり方との関連を検討した。

　その結果，視聴時間2時間未満のテレビ短時間群は長時間群より好ましい生活習慣であり，テレビ・

ビデオの視聴時間が幼児の健康的な生活リズムや生活習慣形成に影響を及ぼすことが示唆された。また

平日のゲーム時間は女子より男子，また，年長児ほど長くなる傾向にあった。絵本の読み語りや親子で

一緒に遊ぶなど親の直接的な関わりがテレビ・ビデオ視聴時間およびゲーム時間の長短に関連していた。

Key　words：幼児，テレビ・ビデオ視聴時間，ゲーム時間，生活習慣，親子の関わり方

工。はじめに

　近年の情報社会の中で，電子メディアとの

接触は低年齢化，長時間化，多様化し，乳幼

児期では特にテレビ・ビデオの長時間視聴が

成長・発達に及ぼす影響について懸念されてい

る。1999年に発足した子どもとメディア研究会

（2003年よりNPO法人子どもとメディア）は

2000年から毎年子どもの発達へのメディアの影

響を調査1）し，①子どもたちは乳幼児期から「メ

ディア漬け」の状態になっていること，②幼児

期における影響として，言語発達や対人関係へ

の重大な影響が懸念されること，③メディア接

触の長時間化が遊び時間の減少，睡眠不足など

生活リズムの乱れを起こし．t身体発達への影響

が深刻化してきていること，④小中学生の間に

ゲーム漬け，インターネット漬けが広がり，深

刻な影響が懸念されること，⑤メディアコント

ロールの取り組みの有効性などを指摘し，「危

険可能性」という立場で，メディア漬けから抜

け出すための提言を行っている。また，日本小

児科二会2）は2004年2月，メディア接触の低年

．齢化，長時間化が子どもの運動不足，睡眠不足，

コミュニケーション能力の低下を招き，言葉や

心の発達を妨げるとし，2歳まではテレビ・ビ

デオ視聴を控えることや，メディア接触の総時

間を2時間までに制限することなど保護者向け

に具体的な5つの提言をしている。さらに，同

年4月に日本小児科学会3）は乳幼児のテレビ視

聴と発達についての調査結果から，長時間視聴

は1歳6か月時点における有意語の出現の遅れ

と関係があることや日常やテレビ視聴時に親子

の会話が少ない家庭で有意語出現が遅れる率が

高いこと，このようなテレビの影響にほとんど

の親が気づいていないことを挙げ，内容や見方

によらず長時間視聴は言語発達が遅れる危険性

が高まるとし，日本小児科医会と同様に2歳以

下の子どもには，テレビ・ビデオを長時間見せ
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ないようにすることなど保護者向けに 6つ の提

言を行っている。一方, 日本小児神経学会のか

らはこれらの提言に対 して十分な科学的根拠が

ないと反論が出されている。また,山下"は メ

ディア接角虫と言語をはじめとするコミュニケー

ションや情緒障害が関係するという医療・教育

者の著書を概観 し,科学的根拠が不十分なもの

が多 く,今後の実証的研究が必要と結論付けて

いる。このように,子 どもとメデイア接触の問

題については未だ科学的根拠に議論があるが
,

子どものメデイア接触には生活習慣や育児状況

が関係 し,メ ディア接触の長期化が成長・発達

や健康に及ぼす影響は否めない。

そこで本研究では,幼児がテレビ・ビデオ
,

ゲームに依存 しない生活への支援の一助とする

ために,幼児のテレビ・ビデオ視聴時間および

ゲーム時間の現状 と,幼児の生活習慣,親子の

関わり方との関連を明らかにすることを目的と

した。

I.研 究 方 法

1.調査対象

2005年 11月 に島根県 A市のすべての幼稚園

(16園 )。 保育所 (11所)に通う3歳から就学前

の幼児1,077名 の保護者に対 して,無記名の自

記式質問紙法による幼児の生活実態調査を行つ

た。この生活実態調査は島根県A市教育委員会

と島根大学の共同によるもので,島根大学医学

部における倫理委員会で承認されている。A市

教育委員会を通じて幼稚園・保育所の担当職員

の協力を得て,園児の保護者に調査協力の依頼 ,

調査用紙の配布,回収を行った。対象地域A市

は,中 山間地に位置する 6町村が合併 してでき

た人口46,000人 の新市である。都市地域と異な

る固有の自然や歴史文化,産業等を形成 し,自

然環境に恵まれている。反面,過疎,少子高齢

化をたどり,幼稚園,保育所は小規模で広い地

域に点在 している。祖父母世代との同居率が高

く,親世代は共働きで,塾や習い事などの教育

産業は少ない。

2.調査内容

幼児の生活実態調査の内容は,基本的属性 (回

答者,児 の年齢・性別,同居家族),食事状況
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(朝食摂取・内容,お やつ時間,夕食時間),睡

眠状況 (就寝時亥J,一緒に寝る人,起床時刻 ,

日覚めの様子,睡眠時間),朝 の生活行動,登
園時刻,夕 遊ヽびの状況,家での遊び相手,親子

での遊び,平 日のテレビ 。ビデオ視聴時間,平
日のゲーム時間,絵本の読み語 り,子 どもへの

接 し方,育児への自信,育児の相談相手であり,

今回はそのうち,以下の項 目①子 どもの属性 ,

②メデイア接触状況 (テ レビ。ビデオ視聴時間,

ゲーム時間),③生活習慣 (朝 食,就寝時刻 ,

起床時刻,睡眠時間,朝の生活行動 (歯みがき。

洗顔 。大便習慣 。テレビ視聴)),④子どもの遊

び状況 (外遊び,家での遊び相手),⑤親子の

関わり方 (親子での遊び,絵本の読み語 り,子
どもへの接 し方)に関するデータを用いる。

3.分析方法

回収は964名 (回収率 :90%)で母親回答分

868名 (90%)について分析 を行った。対象児

のクラスと性別は表 1に示 したとお りである。

テレビ・ビデオ視聴時間は前述の日本小児科医

会の提言等を参考に,2時間未満をテレビ短時

間群,2時間以上をテレビ長時間群とした 2群
,

ゲーム時間は 0～30分未満をゲーム短時間群 ,

30分以上をゲーム長時間群 とした 2群に分け,

子どもの属性,生活習慣,子 どもの遊び,親子

の関わり方についてそれぞれ χ
2検

定を行った。

データの集計お よび解析 は統計 ソフ トSPSS

(ver.14)を 用いた。

Ⅲ.結   果

1.平日のテレビ。ビデオ視聴時間について

平 日のテレビ・ビデオ視聴時間は図 1に 示

すとお りである。 1～ 2時間が最 も多 く327名

(37.8%),次いで 2～ 3時間が241名 ¥(27.9%¥),

3時間以上は110名 (12.7%),30分未満と全 く

見ないは合わせて34名 (3.9%)で あ り,平 日

表 1 調査対象児     (人 )

3歳児  4歳児  5歳児  合計

男子

女子

合計
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な い よ う に す る こ と な ど 保 護 者 向 け に 6 つ の 提

言 を 行 っ て い る 。 一 方 ， 日 本 小 児 神 経 学 会 4 ） か

ら は こ れ ら の 提 言 に 対 し て 十 分 な 科 学 的 根 拠 が

な い と 反 論 が 出 さ れ て い る 。 ま た ， 山 下 5 ） は メ

デ ィ ア 接 触 と 言 語 を は じ め と す る コ ミ ュ ニ ケ ー

シ ョ ン や 情 緒 障 害 が 関 係 す る と い う 医 療 ・ 教 育

者 の 著 書 を 概 観 し ， 科 学 的 根 拠 が 不 十 分 な も の

が 多 く ， 今 後 の 実 証 的 研 究 が 必 要 と 結 論 付 け て

い る 。 こ の よ う に ， 子 ど も と メ デ ィ ア 接 触 の 問

題 に つ い て は 未 だ 科 学 的 根 拠 に 議 論 が あ る が ，

子 ど も の メ デ ィ ア 接 触 に は 生 活 習 慣 や 育 児 状 況

が 関 係 し ， メ デ ィ ア 接 触 の 長 期 化 が 成 長 ・ 発 達

や 健 康 に 及 ぼ す 影 響 は 否 め な い 。

　 そ こ で 本 研 究 で は ， 幼 児 が テ レ ビ ・ ビ デ オ ，

ゲ ー ム に 依 存 し な い 生 活 へ の 支 援 の 一 助 と す る

た め に ， 幼 児 の テ レ ビ ・ ビ デ オ 視 聴 時 間 お よ び

ゲ ー ム 時 間 の 現 状 と ， 幼 児 の 生 活 習 慣 ， 親 子 の

関 わ り 方 と の 関 連 を 明 ら か に す る こ と を 目 的 と

し た 。

皿 ， 研 究 方 法

1 ． 調 査 対 象

　 2 0 0 5 年 1 1 月 に 島 根 県 A 市 の す べ て の 幼 稚 園

（ 1 6 園 ） ・ 保 育 所 （ 1 1 所 ） に 通 う 3 歳 か ら 就 学 前

の 幼 児 1 ， 0 7 7 名 の 保 護 者 に 対 し て ， 無 記 名 の 自

記 式 質 問 紙 法 に よ る 幼 児 の 生 活 実 態 調 査 を 行 っ

た 。 こ の 生 活 実 態 調 査 は 島 根 県 A 市 教 育 委 員 会

と 島 根 大 学 の 共 同 に よ る も の で ， 島 根 大 学 医 学

部 に お け る 倫 理 委 員 会 で 承 認 さ れ て い る 。 A 市

教 育 委 員 会 を 通 じ て 幼 稚 園 ・ 保 育 所 の 担 当 職 員

の 協 力 を 得 て ， 園 児 の 保 護 者 に 調 査 協 力 の 依 頼 ，

調 査 用 紙 の 配 布 ， 回 収 を 行 っ た 。 対 象 地 域 A 市

は ， 中 山 間 地 に 位 置 す る 6 町 村 が 合 併 し て で き

た 人 ロ 4 6 ， 0 0 0 人 の 新 市 で あ る 。 都 市 地 域 ： と 異 な

る 固 有 の 自 然 や 歴 史 文 化 ， 産 業 等 を 形 成 し ， 自

然 環 境 に 恵 ま れ て い る 。 反 面 ， 過 疎 少 子 高 齢

化 を た ど り ， 幼 稚 園 ， 保 育 所 は 小 規 模 で 広 い 地

域 に 点 在 し て い る 。 祖 父 母 世 代 と の 同 居 率 が 高

く ， 親 世 代 は 共 働 き で ． 塾 や 習 い 事 な ど の 教 育

産 業 は 少 な い 。

2 ． 調 査 内 容

　 幼 児 の 生 活 実 態 調 査 の 内 容 は ， 基 本 的 属 性 （ 回

答 者 ， 児 の 年 齢 ・ 性 別 ， 同 居 家 族 ） ， 食 事 状 況
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（ 朝 食 摂 取 ・ 内 容 ， お や つ 時 間 ， 夕 食 時 間 ） ， 睡

眠 状 況 （ 就 寝 時 刻 ， 一 緒 に 寝 る 人 ， 起 床 時 刻 ，

目 覚 め の 様 子 ， 睡 眠 時 間 ） ， 朝 の 生 活 行 動 ， 登

園 時 刻 ， 外 遊 び の 状 況 ， 家 で の 遊 び 相 手 ， 親 子

で の 遊 び 、 平 日 の テ レ ビ ・ ビ デ オ 視 聴 時 間 ， 平

日 の ゲ ー ム 時 間 ， 絵 本 の 読 み 語 り ， 子 ど も へ の

接 し 方 ， 育 児 へ の 自 信 ， 育 児 の 相 談 相 手 で あ り ，

今 回 は そ の う ち ， 以 下 の 項 目 ① 子 ど も の 属 性 ，

② メ デ ィ ア 接 触 状 況 （ テ レ ビ ・ ビ デ オ 視 聴 時 間 ，

ゲ ー ム 時 聞 ） ， ③ 生 活 習 慣 （ 朝 食 ， 就 寝 時 刻 ，

起 床 時 刻 ， 睡 眠 時 間 ， 朝 の 生 活 行 動 （ 歯 み が き ・

洗 顔 ・ 大 便 習 慣 ・ テ レ ビ 視 聴 ） ） ， ④ 子 ど も の 遊

び 状 況 （ 外 遊 び ， 家 で の 遊 び 相 手 ） ， ⑤ 親 子 の

関 わ り 方 （ 親 子 で の 遊 び ， 絵 本 の 読 み 語 り ， 子

ど も へ の 接 し 方 ） に 関 す る デ ー タ を 用 い る 。

3 ， 分 析 方 法

　 回 収 は 9 6 4 名 （ 回 収 率 ： 9 0 ％ ） で 母 親 回 答 分

8 6 8 名 （ 9 0 ％ ） に つ い て 分 析 を 行 っ た 。 対 象 児

の ク ラ ス と 性 別 は 表 1 に 示 し た と お り で あ る 。

テ レ ビ ・ ビ デ オ 視 聴 時 間 は 前 述 の 日 本 小 児 科 医

会 の 提 言 等 を 参 考 に ， 2 時 間 未 満 を テ レ ビ 短 時

間 群 ， 2 1 時 聞 以 上 を テ レ ビ 長 時 1 間 群 と し た 2 群 ，

ゲ ー ム 時 間 は 0 ～ 3 0 分 未 満 を ゲ ー ム 短 時 間 群 ，

3 0 分 以 上 を ゲ ー ム 長 時 間 群 と し た 2 群 に 分 け ，

子 ど も の 属 性 ， 生 活 習 慣 ， 子 ど も の 遊 び ， 親 子

の 関 わ り 方 に つ い て そ れ ぞ れ x 2 検 定 を 行 っ た 。

デ ー タ の 集 計 お よ び 解 析 は 統 計 ソ フ ト S P S S

（ v e r ． 1 4 ） を 用 い た 。

皿 ， 結 果

1 ． 平 日 の テ レ ビ ・ ビ デ オ 視 聴 時 間 に つ い て

　 平 日 の テ レ ビ ・ ビ デ オ 視 聴 時 間 は 図 1 に 示

す と お り で あ る 。 1 ～ 2 時 間 が 最 も 多 く 3 2 7 名

（ 3 7 ． 8 ％ ） ， 次 い で 2 ～ 3 時 間 が 2 4 1 名 （ 2 7 ． 9 ％ ） ，

3 時 間 以 上 は 1 1 0 名 （ 1 2 ． 7 ％ ） ， 3 0 分 未 満 と 全 く

見 な い は 合 わ せ て 3 4 名 （ 3 、 9 ％ ） で あ り ， 平 日

表 1 　 調 査 対 象 児 （ 人 ）

3 歳 児 　 　 4 歳 児 　 　 5 歳 児 　 　 合 計

子子男女 4ム2rO90

11⊥
如狛
1
1

n6　0

4
4
1
1

9右ρ0猛昭

合 計 2 8 6 2 8 9 2 9 3 8 6 8
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50

30分以上テレビ 。ビデオ視聴 している者は全体

の96.1%に のぼる。 2時間未満のテレビ短時間

群は514名 (59,4%),2時間以上のテレビ長時

間群は351名 (40.6%)で あった。テレビ 。ビ

デオ視聴時間と年齢,性別に有意差は認められ

なかった。また, きょうだいの有無,核家族と

拡大家族間,通園施設 (幼稚園と保育所)間に

も有意差は認められなかった。

2.平 日のゲーム時間について

平 日のゲーム時間は表 2に 示す とお りであ

る。ゲームは667名 (77.0%)の 児がしておらず ,

している場合は30分未満106名 (12.2%)が最

も多 く, 3時 間以上はいなかった。 0～ 30分未

満のダーム短時間群は773名 (89.3%),30分以

小 児 保 健 研 究

上のゲーム長時間群は93名 (10.7%)で あっ

た。ゲーム時間と年齢,性別, きようだいの有

無,通園施設 (幼稚園と保育所)間には有意差

が認められた。 3歳児ではゲームをする割合が

9.4%に 対 し,4歳児では23.3%,5歳児では

36.0%と ゲーム経験は年齢が上がるにつれて増

し (p<0.001),ま た女子はゲームをしない者

が82.1%に 対 し男子は72.2%と 女子よリゲーム

をしている傾向にあった (p<0.001)。 グーム

をしない割合が, きょうだいありは75.9%に 対

し,き ょうだいなしは85.3%(p<0.05),幼稚

園児は71.8%に 対し保育所児は88.6%であった

(p<0.001)。 きょうだいありと,幼稚園児の

方がゲーム遊びをしている傾向にあった。

3.平 日のテレビ・ビデオ視聴時間と子どもの生活

習慣について

平日のテレビ・ビデオ視聴時間と子どもの生

活習慣については,表 3に示すとお りである。

① 就寝時刻

テレビ短時間群は午後 9時までの早い時刻に

就寝するものが147名 (28.7%)に対 し,テ レ

ビ長時間群では65名 (18.6%)と 少なく,有意

差が認められた (p<0.001)。

② 起床時刻

テレビ短時間群は午前 7時 までの早い時亥Jに

起床する者が329名 (64.1%)に対 し,テ レビ

長時間群では181名 (51.6%)と 少なく,有意

0

ガ礁ぷピ〆了♂〆ご
図 1 平日のテレビ・ビデオ視聴時間

表2 年齢・性別 。きょうだいの有無 。通園施設別平日のゲーム時間 人 ¥(%¥)

0分  30分 未満
30=公

満

1¶
鞘 鶏

2T孵
鶏  合 計 ノ検定

3歳児
4歳児

5歳児

259(90.6) 20(7.0)
221(76.7)37(12.8)
187(64.0)  49(16.8)

7(2.4)
24( 8.3)

38(13.0)

0(0.0)

4(14)
15(5.1)

0(0.0) 286(100.0)
2(0.7) 288(100.0)
3(1.0) 292(100.0)

子

子

男

女
319(72.2)  55(12.4)

348(82.1)  51(12.0)
48(109)
21(5.0)

15(3.4)

4(0.9)

5(1.1) 442(100.0)
0(0.0) 424(100.0)

きようだいあり 580(75,9)
きようだいなし 87(85.3)

95(12.4)

11(10.8)

18(2.4)

1(1.0)

8.6¥)

29¥)
5(0.7)     764(100.0)

0(0.0)     102(100.0)

幼稚園

保育所

9.7¥)

4.1¥)

17(2.9)

2(0.7)

427(71.8)89(15.0)
240(88.6)    17(6.3)

4(0,7)     595(100.0)

1(0.4)     271(100.0)

合  計 667(77.0)  106(12.2) 69(8.0) 19(2.2) 5(0.6) 866(100.0)

χ2検定はゲーム短時間群 (0～ 30分未満) とゲーム長時間群 (30分以上)の 2群で行った
ホ:p<0.05,**:p<0.01,***:p<0.001
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図1　平日のテレビ・ビデオ視聴時間

30分以上テレビ・ビデオ視聴している者は全体

の96．1％にのぼる。2時間未満のテレビ短時間

群は514名（59．4％），2時聞以上のテレビ長時

四隅は351名（40．6％）であった。テレビ・ビ

デオ視聴時間と年齢，性別に有意差は認められ

なかった。また，きょうだいの有無核家族と

拡大家族間，通園施設（幼稚園と保育所）間に

も有意差は認められなかった。

2．平日のゲーム時間について

　平日のゲーム時間は表2に示すとおりであ

る。ゲームは667名（77。0％）の児がしておらず，

している場合は30分未満106名（12．2％）が最

も多く，3時間以上はいなかった。0～30分未

満のゲーム短時間群は773名（89．3％），30分以

上のゲーム長時間群は93名（10．7％）であっ

た。ゲーム時間と年齢，性別，きょうだいの有

無通園施設（幼稚園と保育所）間には有意差

が認められた。3歳児ではゲームをする割合が

9．4％に対し，4歳児では23．3％，5歳児では

36．0％とゲーム経験は年齢が上がるにつれて増

し（p＜O．001），また女子はゲームをしない者

が82．1％に対し男子は72．2％と女子よりゲーム

をしている傾向にあった（p〈O．OOI）。ゲーム

をしない割合が，きょうだいありは75．9％に対

し，きょうだいなしは85、3％（p＜0．05），幼稚

園児は71，8％に対し保育所児は88．6％であった

（p＜O．OO1）。きょうだいありと，幼稚園児の

方がゲーム遊びをしている傾向にあった。

3．平日のテ1レビ・1ビデオ視聴時間と子どもの生活

　習慣について

　平日のテレビ・ビデオ視聴時間と子どもの生

活習慣については，表3に示すとおりである。

①就寝時刻

　テレビ短時間群は午後9時までの早い時刻に

就寝するものが147名（28．7％）に対し，テレ

1ビ長時間群では65名（18、6％）と少なく，有意

差が認められた（p＜0，001）。

②起床時刻

　テレビ短時間群は午前7時までの早い時刻に

起床する者が329名（64．1％）に対し，テレビ

長時間群では181名（51．6％）と少なく，有意

表2　年齢・性別・きょうだいの有無・通園施設別平日のゲーム時間 画く％）

　　　　　　　　30分以上～
O分　　30分未満
　　　　　　　　　　1時問未満

1時間以上～

　2時間未満

2時間以上～
　　　　　　　合　計　　γ2検定
　3時間未満

3歳児

4歳児

5歳児

259（EX）．6）　20（7．0）　7（　2，4）

221（76．7）　37（12，8）　24（　8．3）

187　（64．0）　49　（16．8）　38　（13，0）

o　（o．o）

4（1．4）

15　（5．1）

o（o．o）

2（O，7）

3　（1　．iO）

286（100．O）

288（100．0）　韓噛

ee2（100．0）

男　子

女　子

319（72．2）　55（12．4）　48（10．9i）

348（82．1）　51（12．0）　21〈　5．0）

15（3．4）

4（O．9）

5（1．1）

o（o，o）

442（100．0）　．．．

424（100．0）

きょうだいあり　580（75，9）　95（12．4）　　66（8．6）

きょうだいなし　87（85．3＞　11（10．8）1　　3（2．9）

18　（2．4）

1（1．0）

5（O．7）

o（o．o）

764（100．O）／　．

102　（100．O）

幼稚園

保育所

40r（71．8）　89（15．0）　58（　9．7）

240（88．6）　17（6．3）　11（4．1）

17（2．9）

2（O．7）

4（O．7）

1（O．4）

595（100．0）　．．．

271（100．0）

合　計 667（77．0）　106（12，2）　69（　8．0） 19　（2．2） 5（O．6） 866（100．0）

X2検定はゲーム短時間群（O　・一30分未満）とゲーム長時間群（30分以上）の2群で行った

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊：　p　〈O．　05，　＊＊　：　p　〈O．Ol， ＊＊＊　：　p〈O．OOI
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¥(%¥)表 3 平日のテレビ・ビデオ視聴時間,ゲーム時間と生活習慣

Ｎ

人

9時 まで 7時 まで

に就寝  に起床

睡眠 9時間 朝食を毎日

以上   食べる

朝 の 生 活 行 動

歯みがき 洗顔習慣 大便習慣 テレビ視聴

習慣あり  あり   あり   習慣あり

テレビ・ 2時間未満
ビデオ  2時間以上

28,7 *十 *  64 1 *十 *  60 2 .      93.0 ***   63 6      74 3       50 6 ***  62.5 ホ十.

18.6      51 6      52.6        85 2       67.8      72 1        36 8      78.9

ゲーム
 :豚 す里

59 7      58.4ホ

53 8      45 2

45 3      68.7

43 0      73.1

７７３

９３

25.2

19.6

89 5

91 4

64.3

74.2

72.7

79.6

差が認められた (p<0,01)。

③ 睡眠時間9時間以上

テレビ短時間群は普段の睡眠時間 9時間以上

が308名 (60.2%)に対 し,テ レビ長時間群で

は184名 (52.6%)と 少な く,有意差が認めら

れた (p<0.05)。

④ 毎日の朝食摂取

テレビ短時間群は普段毎日朝食摂取する者が

478名 (93.0%)に対 し,テ レビ長時間群では

299名 (85.2%)と 少なく,有意差が認められ

た (p<0.001)。

⑤ 朝の生活行動 (歯 みがき。洗顔 。大便習慣・テ

レビ視聴)

普段起床 してから登園するまでの朝の生活行

動の中で,大便習慣,テ レビ視聴に有意差が

認められた (p<0.01)。 テレビ短時間群は大

便習慣あ りの者が260名 (50.6%)に対 し,テ
レビ長時間群では129名 (36.8%)と 少ない。

テ レビ視聴する者はテ レビ短時間群は321名

(62.5%)に 対 し,テ レビ長時間群では277名

(78.9%)と 多 く,テ レビ長時間群では朝から

8割近 くがテレビを見ている。

キ : p<0.05, ** : p<0.01, 十** : p<0.001

4.平 日のゲーム時間 と子 どもの生活習慣 について

平日のゲーム時間と子どもの生活習慣につい

ては,表 3に示 したとおりである。

「就寝時刻」,「起床時刻」,「睡眠時間 9時間

以上」,「毎日の朝食摂取」,「朝の生活行動 (歯

みがき 。洗顔 。大便習慣・テレビ視聴 )」 の中

で「睡眠時間 9時間以上」にのみ,有意差が認

められた (p<0.05)。 ゲーム短時間群は普段

の睡眠時間が 9時間以上が450名 (58.4%)に

対 し,ゲーム長時間群では42名 (45.2%)と 少

なかった。

5.平 日のテレビ・ビデオ視聴時間と子どもの遊び

について

平 日のテレビ・ビデオ視聴時間と子どもの遊

びについては,表 4に示したとおりである。

① 外遊び

よく外遊びをするのはテレビ短時間群320名

(62.4%)で あ り,テ レビ長時間群では188名

(54.3%)と 少なく,有意差が認められた (p

<0.05)。

② 普段家に帰ってから遊ぶ相手

テレビ短時間群,長時間群ともに最も多かっ

たのはきようだいで 7割以上を占め,次いで大

表 4 平日のテレビ・ビデオ視聴時間,ゲーム時間と遊び ¥(%¥)

普段家に帰ってから遊ぶ相手 平 日
Ｎ

人

よく外遊び

をする 居撃軍あ民 ワ撃軍あ曼  大人 きようだい  遊会
で
  1露高以上

テレビ。 2時間未満
ビデオ  2時間以上

62.4*
54.3

36.8.    15.6

44.2     16.8

55.1

56.7

77.2

75.5

24.1

29.3

1.6中
*

4.6

ゲーム
 :踪 査里

60.1

51.6

37.0*ネホ 15 3
62.4     22.6

57.2*
44.1

75.9

80.6

26.4

25.8

pく(0.001
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表3　平日のテレビ・ビデオ視聴時間，ゲーム時間と生活習慣
（o／o）

朝　の　生　活行動
N　　9時まで　　7時まで　睡．眠9時聞

（人）　に栽寝　　に起床　　　以上

朝食を毎日

　食べる　　歯みがき　洗顔習慣

　　　　　習慣あり　　あり

大便習慣　テレビ視聴

　あり　　習慣あり

テレビ・

ビデオ

2時間未満　514　28．7　　　64，1　　　60．2

2時間以上　351
　　ホホホ　　　　　　　　ネネゆ　　　　　　　　ホ

18．6　　　　51．6　　　　52．6

93．0　　　　　　63。6

　　ゆゆホ
85．2　　　　　　67．8

り
0
1
↓

4
ワ
臼

7
7
昼

50．6
　　南串廓
36．8

62．5
　　ゆ雷曝
78．9

　　　30分未満　　773　25．2
ゲーム
　　　30分以上　　　93　　19．6 7

8
9
3
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0
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ー
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ワ
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7
3

寧司 吹モO，05，塗＊●p＜0．01，＊雰索’pく0，001

差が認められた（p＜0，01）。

③睡眠時間9時間以上

　テレビ短時間群は普段の睡眠時間19時聞以上

が308名（60．2％）に対し，テレビ長時間群で

は184名（52．6％．）と少なく，有意差が認めら

れた（P＜O．05＞。

④毎日の朝食摂取

　テレビ短時間群は普段毎日朝食摂取する者が

478名（93．0％〉に対し，テレビ長時間群では

299名（85．2％）と少なく，有意差が認められ

た（p＜0．001）。

⑤朝の生活行動（歯みがき・洗顔・大便習慣・テ

　．レビ視聴）

　普段起床してから登園するまでの朝の生活行

動の中で，大便習慣，テレビ視聴に有意差が

認められた（p〈0、01）。テレビ短時間群は大

便習慣ありの者が260名（501．6％）に対し，テ

レビ長時間群では129名（36．8％〉と少ない。

テレビ視聴する者はテレビ短時二二は321名

（62．5％）に対し，テレビ長時間群では277名

（78，9％）と多く，テレビ長時間群では朝から

8割近くがテレビを見ている。

4，平日のゲーム時間と子どもの生活習慣について

　平日のゲーム時間と子どもの生活習慣につい

ては，表3に示したとお．りである。

　「就寝時刻」，「起床時刻」，「睡眠時間9時間

以上」，「毎日の朝食摂取」，「朝の生活行動（歯

みがき・洗顔・大便習慣・テレビ視聴）」の中

で「睡眠時間9時間以上」にのみ，有意差が認

められた（p〈0．05）。ゲーム短時：間群は普段

の睡眠時間が9時間以上が450名（58．4％）に

対し，ゲーム長時間群では42名（45．2％）と少

なかった。

5．平日のテレビ・ビデオ視聴時間と子どもの遊び

　について

　平．日のテレビ・ビデオ視聴時間と子どもの遊

びについては，表4に示したとおりである。

①外遊び

　よく外遊びをするのはテレビ短時問群320名

（62．4％）であり，テレビ長時間群では188名

（54．3％）と少なく，有意差が認められた（p

〈O．05）．

②　普段家に帰ってから遊ぶ相手

　テレビ短時間群，長時間群ともに最も多かっ

たのはきょうだいで7割以上を占め，次いで大

表4　平日のテレビ・ビデオ視聴時間／Tゲーム時間と遊び
（e／o）

N　　よく外遊び
（人）　　をする　　同じ園・同

　　　　　　　じ学年の人

普段家に帰ってから遊ぶ相手

同じ園・違
　　　　　大人う学年の入

きょうだい

　　　　　平日
一人で　　　ゲーム

遊ぶ　　　1時聞以上

テレビ・

ビデオ

2時間未満　514　62。4　　　36．8　　15．6：
　　　　　　　　　　ホ　　　　　　　　　　ホ
2時間以上　351　54．3　　　44．2　　16，8

55．1　77．2
56．7　75．5

ー
ム
リ
0

盟
2
9

1．6

　幽噛4，6

　　　　30分未満　　773　60．1
ゲーム
　　　　30分以上　　　93　51．6

37．0　　　　　15．3

　　ホホホ
62．4　　　　22．6

57、2　　　　　75．9

　　ホ
44．1　　　80．6

4
6
Q
O

援
V
［
0

9
自
り
4

申二p＜0。05，．，：p〈0．01，　．ゆゆ5p＜0、001
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人が 6割,同 じ幼稚園や保育所の同学年の人が

約 4割,一人が約 3割 と続 き,同 じ幼稚園や保

育所の異学年の人が最 も少なかった。遊び相手

の中で同じ幼稚園や保育所の同学年の人は,テ
レビ短時間群は189名 (36.8%)に対 し,テ レ

ビ長時間群では155名 (44.2%)と 高 く,有意

差が認められた (p<0.05)。

③ 平日のゲーム時間

平日ゲームを 1時間以上する者は全体で24名

(2.8%)と 少ないが,テ レビ短時間群では 8名

(1.6%)に 対 し,テ レビ長時間群は16名 ¥(4.6%¥)

と3倍 もの多さであり,有意差が認められた(p

<0.01)。

6.平日のゲーム時間と子どもの遊びについて

平 日のゲーム時間と子 どもの遊びについて

は,表 4に示 したとお りである。

① 外遊び

ゲーム長時間群47名 (51.6%)に 対 し,ゲー

ム短時間群462名 (60.1%)で あ り,有意差は

認められなかった。

② 普段家に帰ってから遊ぶ人

テレビ時間と同様にきょうだいが 7割以上と

最も多かったが, 2番 目以降はゲーム長時間群

と短時間群では違いが見られた。ゲーム長時間

群では, 2番 目に高い割合を示 したのは同じ幼

稚園や保育所の同じ年の人が58名 (62.4%)で
あ り,短時間群の286名 (37%)と 比べ多い割

合で有意差が認められた (p<0.001)。 ゲーム

短時間群では 2番 目に高い割合を示 したのは大

人442名 (57.2%)であり,長時間群41名 ¥(44.1%¥)

との間に有意差が認められた (p<0.05)。

小 児 保 健 研 究

7.平 日のテレビ。ビデオ視聴時間と親子の関わり

方について

平日のテレビ・ビデオ視聴時間と親子の関わ

り方については,表 5に示 したとお りである。

① 普段親子で一緒に遊ぶ

普段親子で一緒に遊んでいることとテレビ・

ビデオ視聴時間に有意差は認められなかった。

② 絵本の読み語り

絵本の読み語 りを毎晩するのはテレビ短時間

群163名 (31.8%)の 方が長時間群63名 ¥(18.3%¥)

を大 き く上 回 り,有 意差 が認 め られた (p

<0.001)。

③ 普段の生活の中での子どもに対しての接し方

テレビ長時間群では「親子で友だちのよう

な言動が多い」が76名 (21.7%)と 短時間群

79名 (15.4%)を 上回 り有意差が認められた

(p<0.05)。 さらに,「放任 している」はテ

レビ長時間群が25名 (7.1%)と 短時間群20名

(3.9%)の 2倍近 くあり有意差が認められた(p

<0.05)。 「スキンシップが少ない」,「感情的に

叱る」,「過干渉・過保護になりやすい」につい

てはテレビ時間との関連はなかった。

8.平日のゲーム時間と親子の関わり方について

平日のゲーム時間と親子の関わり方について

は,表 5に示 したとおりである。

① 普段親子で一緒に遊ぶ

普段親子でよく遊んでいるのはゲーム短時間

群315名 (40.9%)で あ り,ゲーム長時間群20

名 (21.5%)の 約 2倍の高い割合を占め,有意

差が認められた (p<0.001)。

② 絵本の読み語り         `
テレビ時間と同様に,絵本の読み語 りを毎晩

表 5 平 日のテレビ・ビデオ視聴時間,ゲーム時間と親子の関わり方     (%)

親 の 接 し 方

Ｎ

人 萱轄脅通F f]?君& 魔予的に  ,「警易ふ 遣漂4・
スキンシッ

プ少ない 放任

テレビ。 2時間未満
ビデオ  2時 間以上

31.8*十 * 12.3
18.3    11.4

41.1

35.5

45,7

52 4

15.4*
21.7

26.7

23 9

3.9

7.1

ゲーム
 :跡 査霊

28.1 ***  11.5

11.8    15.1
40.9中 **
21.5

48.9

44.1

179
18.3

25.1

29.0

5.2

6.5

p<0.001
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人が6割，同じ幼稚園や保育所の同学年の人が

約4割，一人が約3割と続き，同じ幼稚園や保

育所の異学年の人が：最も少なかった。遊び相手

の中で同じ幼稚園や保育所の同学年の人は，テ

レビ短時間群は189名（36．8％）に対し，テレ

ビ長時間群では155名（44．2％）と高く，有意

差が認められた（p〈O，05）。

③平日のゲーム時間

　平日ゲームを1時間以上する者は全体で24名

（2．8％）と少ないが，テレビ短時間群では8名

（L6％）に対し，テレビ長時間群は16名（4．6％）

と3倍もの多さであり，有意差が認められた（p

〈o．ol）．

6、平日のゲーム時間と子どもの遊びについて

　平日のゲーム時間と子どもの遊びについて

は，表4に示したとおりである。

①外遊び

　ゲーム長時間群47名（51．6％．）に対し，ゲー

ム短時間群462安く60．1％）であり，有意差は

認められなかった。

②普段家に帰ってから遊ぶ人

　テレビ時間と同様にきょうだいが7割以上と

最も多かったが，2番目以降はゲーム長時間群

と短時間群では違いが見られたσゲーム長時間

群では，2番目に高い割合を示したのは同じ幼

稚園や保育所の同じ年の人が58名（62，4％）で

あり，短時間群の286名（37％）と比べ多い割

合で有意差が認められた（p＜0．001）。ゲ／一ム

短時間群では2番目に高い割合を示したのは大

人442名（57．2％）であり，長時間群41名（44．1％）

との間に有意差が認められた（P＜0，05）。

7、平日のテレビ・ビデオ視聴時間と親子の関わり

　方について

平日のテレビ・ビデオ視聴時間と親子の関わ

り方については，表5に示したとおりである。

①普段親子で一緒に遊ぶ

　普段親子で一緒に遊んでいることとテレビ・

ビデオ視聴時間に有意差は認められなかった。

②絵本の読み語り

　絵本の読み語りを毎晩するのはテレビ短時間

群163名（31．8％）の方が長時間群63名（18．3％）

を大きく上回り，有意差が認められた（p
〈o．ool＞．

③普段の生活の中での子どもに対しての接し方

　テレビ長時間群では「親子で友だちのよう

な言動が多い」が76名（21．7％）と短時間群

79名（15．4％）を上回り有意差が認められた

（pく0．05）。さらに，「放任している」はテ

レビ長時間群が25名（Zl％）と短時間群2Q名

（3．9％）の2倍近くあり有意差が認めら．れた（p

＜0．05）1。「スキンシップが少ない」，「感情的に

叱る」，「過干渉・過保護になりやすい」につい

て．はテレビ時間との関連はなかった。

8．平日のゲーム時間と親子の関わり方について

　平日のゲーム時間と親子の関わり方について

は，表5に示したとおりである。

①　普段親子で一緒に遊ぶ

　普段親子でよく遊んでいるのはゲーム短時間

群315名（40．9％）であり，ゲーム長時間群20

名（21．5％）の約2倍の高い割合を占め，有意

差が認められた（p〈0．001）。

②　絵本の読み語り　　　　　　　　　’

　テレビ時間と同様に，絵本の読み語りを毎晩

表5　平日のテレビ・ビデオ視聴時間，ゲーム時間と親子の関わり方
（o／o）

親　の　接　し　方

　　　　　　　絵本の読み
N　普段親子で
　　　　　　　語りを毎晩
（人）　一緒に遊ぶ
　　　　　　　する

スキンシッ

プ少ない

　　　　友だちのよ
感情的に　　　　　　　　　過干渉・
　　　　うな言動が叱る　　　　　　　　　過保護
　　　　多い

放任

テレビ・　2時間未満　514　41．1

ビデオ　2時間以上　351　35．5

3L　8　　　　　12．3

　　ホホネ
18．3　　　　　11，4

7
■
4

「
◎
9
召

4
「
D

15．4　　　　26．7

　　ゆ
2L7　　　23．9

3，9

　t7．1

　　　　30分未満　　773　40．9
ゲーム　　　　　　　　　　　　　　鼎＊禦　　　30分以上　　　93　21．5

28．1　　　　11．5
　　ボゆホ
1ユ．8　　　　　15．1

99副
耳

17．9　25．1
18，3　29．e

9
々
5

亡
0
ρ
0

．：p＜0．05，．亀：pく〔）．Ol，倉●申’p＜O．OOI
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するのはゲーム短時間群215名 (28.1%)であり,

長時間群11名 (11.8%)の 2倍を上回り,有意

差が認められた (p<0.001)。

③ 普段の生活の中での子どもに対しての接し方

「スキンシップが少ない」,「感情的に叱る」,

「親子で友だちのような言動が多い」,「過干渉・

過保護になりやすい」,「放任 している」のいず

れもゲーム時間との関連はなかった。

Ⅳ.考   察

1.日 常生活に溶け込んでいるテレビ。ビデオ視聴

本調査のテレビ・ビデオ視聴時間は他の報

告
6-81と 同様の結果であ り,幼稚園 。保育所に

通っている幼児の平均的な状況 と考えられた。

日中は幼稚園・保育所で過ごし規則的な生活を

送つていると思われる幼児であつても,家で平

日テレビ・ビデオを視聴することは,年齢,性別 ,

きょうだいや祖父母など家族形態,通園施設に

関係なく当たり前の生活習慣 となってお り,現

代の家庭生活の中に溶け込んでいることがうか

がえる。白石①らは平 日のテレビ視聴平均時間

が約 2時間である幼稚園児の保護者は,約半数

が自分の子どもの視聴時間を平均的と評価 して

いると報告 しており,平 日2時間程度テレビ 。

ビデオを見ることに対 して保護者は問題意識を

持ちにくい状況と考えられる。

2.テ レビ。ビデオ視聴時間と生活習慣

今回の調査ではテレビ短時間群は長時間群よ

り健康的で好ましい生活習慣であった。石井

ら"は就寝時刻が10時 以降で睡眠時間が少ない

幼児は,「 テレビ 。ビデオ視聴」がその原因で

あることが多 く,就寝時刻が遅いほど起床時刻

が遅 く睡眠時間が短い,朝食を欠食する, 日中

の疲労度が高いなどを報告 している。これまで

幼児の生活習慣に関しては,就寝時刻が遅いほ

ど睡眠時間が短 くなること,十分な睡眠時間が

あるほど自律起床の割合が高 くなり機嫌が良く

なること101,就
寝時間が遅いまたは睡眠時間が

短 くなるほど朝の排便ができないこと",朝の

排便がある方が日中の活動性が高いことЮ)な ど

多数報告されているように,そ れぞれの生活習

慣が連鎖 し合っていることは明らかである。ま

た,幼児の降園後のテレビ 。ビデオ視聴時間と

77

就寝時刻の間には正の相関関係が認められるこ

とが指摘
11)さ れてお り,幼稚園・保育所から帰

宅後のテレビ 。ビデオ視聴時間を短時間にとど

めることは,夕食や入浴など生活必要行動を前

倒 しできることにつながるため早寝をすること

が可能になると考えられる。さらに早寝が翌日

の早起 きや十分な睡眠につなが り,朝の時間に

余裕ができるため朝食を摂ることができ,排便

が促される。このようにテレビ。ビデオ視聴時

間を短時間にすることが幼児の生活リズムを好

循環に移行させるきっかけとなり健康的な生活

習慣が形成できるものと思われる。関根の調

査1の では, 3歳時の生活習慣と小学 4年生時の

生活習慣にはある程度関連性があると報告して

いるように,学童期以降の土台ともなるので幼

児期に望ましい生活習慣を確立することは大き

な意義を持つ。24時間しかない一日の生活時間

をどのように割り振るのか考えた時,テ レビ・

ビデオ視聴時間を減らすことは,日 に見えた行

動として実行や評価がしやすく,効果がわかり

やすい。家庭での限られた生活時間のなかで大

人が意識的にテレビ・ビデオ時間をコントロー

ルすることが,幼児の生活リズムをプラスの連

鎖に移行させ生活習慣を確立するための有効な

手段になりうると考えられる。

3.ゲーム遊びの現状と生活習慣

ゲームは77%が全 くしないという結果であ

り,ゲームをしている場合でも30分未満が最も

多く,テ レビ・ビデオ視聴に比べると接触割合

は低いといえる。東條Dの調査と比ベゲームを

する幼児の割合は若干多いが,ゲーム時間は年

齢が上がるほど増す傾向にある点は同じであつ

た。また長時間群に男子,短時間群では女子の

割合が多かった。他の調査のでも同じ状況であ

り,ゲームで遊び始める3歳頃からゲーム遊び

は男子において活発であるといえる。また,き ょ

うだいからの影響や,幼稚園児の場合は保育所

児より在宅での時間的長さや友だちとの交流な

どゲームをする機会が多いことがゲーム遊びに

つながると考えられる。さらに,テ レビ・ビデ

オ視聴時間とゲーム時間には関連があり,テ レ

ビ長時間群の方がテレビ短時間群よりもゲーム

を長時間しやすい傾向にあつた。子どもたちは
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す る の は ゲ ー ム 短 時 間 群 2 1 5 名 （ 2 8 ． 1 ％ ） で あ り ，

長 時 間 群 1 1 名 （ 1 1 ． 8 ％ ） の 2 倍 を 上 回 り ， 有 意

差 が 認 め ら れ た （ p ＜ 0 ． 0 0 1 ） 。

③ 普 段 の 生 活 の 中 で の 子 ど も に 対 し て の 接 し 方

　 「 ス キ ン シ ッ プ が 少 な い 」 ， 「 感 情 的 に 叱 る 」 ，

「 親 子 で 友 だ ち の よ う な 言 動 が 多 い 」 ， 「 過 干 渉 ・

過 保 護 に な り や す い 」 ， 「 放 任 し て い る 」 の い ず

れ も ゲ ー ム 時 間 と の 関 連 は な か っ た 。

1 V ． 考 察

1 ． 日 常 生 活 に 溶 け 込 ん で い る テ レ ビ ・ ビ デ オ 視 聴

　 本 調 査 の テ レ ビ ・ ビ デ オ 視 聴 時 間 は 他 の 報

告 6 ～ 8 ） と 同 様 の 結 果 で あ り ， 幼 稚 園 ・ 保 育 所 に

通 っ て い る 幼 児 の 平 均 的 な 状 況 と 考 え ら れ た 。

日 中 は 幼 稚 園 ・ 保 育 所 で 過 ご し 規 則 的 な 生 活 を

送 っ て い る と 思 わ れ る 幼 児 で あ っ て も ， 家 で 平

日 テ レ ビ ・ ビ デ オ を 視 聴 す る こ と は ， 年 齢 ， 性 別 ，

き ょ う だ い や 祖 父 母 な ど 家 族 形 態 ， 通 園 施 設 に

関 係 な く 当 た り 前 の 生 活 習 慣 と な っ て お り ， 現

代 の 家 庭 生 活 の 中 に 溶 け 込 ん で い る こ と が う か

が え る 。 白 石 6 ＞ ら は 平 日 の テ レ ビ 視 聴 平 均 時 間

が 約 2 時 間 で あ る 幼 稚 園 児 の 保 護 者 は ， 約 半 数

が 自 分 の 子 ど も の 視 聴 時 間 を 平 均 的 と 評 価 し て

い る と 報 告 し て お り ， 平 日 2 時 間 程 度 テ レ ビ ・

ビ デ オ を 見 る こ と に 対 し て 保 護 者 は 問 題 意 識 を

持 ち に く い 状 況 と 考 え ら れ る 。

2 ． テ レ ビ ・ ビ デ オ 視 聴 時 間 と 生 活 習 慣

　 今 回 の 調 査 で は テ レ ビ 短 時 間 群 は 長 時 間 群 よ

り 健 康 的 で 好 ま し い 生 活 習 慣 で あ っ た 。 石 井

ら 9 ） は 就 寝 時 刻 が 1 0 時 以 降 で 睡 眠 時 間 が 少 な い

幼 児 は ， 「 テ レ ビ ・ ビ デ オ 視 聴 」 が そ の 原 因 1 で

あ る こ と が 多 く ， 就 寝 時 刻 が 遅 い ほ ど 起 床 時 刻

が 遅 く 睡 眠 時 間 が 短 い ， 朝 食 を 欠 食 す る ， 日 中

の 疲 労 度 が 高 い な ど を 報 告 し て い る 。 こ れ ま で

幼 児 の 生 活 習 慣 に 関 し て は ， 就 寝 時 刻 が 遅 い ほ

ど 睡 眠 時 間 が 短 く な る こ と ， 十 分 な 睡 眠 時 間 が

あ る ほ ど 自 律 起 床 の 割 合 が 高 く な り 機 嫌 が 良 く

な る こ と 1 0 ） ， 就 寝 時 間 が 遅 い ま た は 睡 眠 時 間 が

短 く な る ほ ど 朝 の 排 便 が で き な い こ と 9 ） ， 朝 の

排 便 が あ る 方 が 日 中 の 活 動 性 が 高 い こ と 1 。 ） な ど

多 数 報 告 さ れ て い る よ う に ， そ れ ぞ れ の 生 活 習

慣 が 連 鎖 し 合 っ て い る こ と は 明 ら か で あ る 。 ま

た ， 幼 児 の 降 園 後 の テ レ ビ ・ ビ デ オ 視 聴 時 間 と
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就 寝 時 刻 の 間 に は 正 の 相 関 関 係 が 認 め ら れ る こ

と が 指 摘 ユ ユ ） さ れ て お り ， 幼 稚 園 ・ 保 育 所 か ら 帰

宅 後 の テ レ ビ ・ ビ デ オ 視 聴 時 間 を 短 時 間 に と ど

め る こ と は ， 夕 食 や 入 浴 な ど 生 活 必 要 行 動 を 前

倒 し で き る こ と に つ な が る た め 早 寝 を す る こ と

が 可 能 に な る と 考 え ら れ る 。 さ ら に 早 寝 が 翌 日

の 早 起 き や 十 分 な 睡 眠 に つ な が り ， 朝 の 時 間 に

余 裕 が で き る た め 朝 食 を 摂 る こ と が で き ， 排 便

が 促 さ れ る 。 こ の よ う に テ レ ビ ・ ビ デ オ 視 聴 時

間 を 短 時 間 に す る こ と が 幼 児 の 生 活 リ ズ ム を 好

循 環 に 移 行 さ せ る き っ か け と な り 健 康 的 な 生 活

習 慣 が 形 成 で き る も の と 思 わ れ る 。 関 根 の 調

査 1 2 ） で は ， 3 歳 時 の 生 活 習 慣 と 小 学 4 年 生 時 の

生 活 習 慣 に は あ る 程 度 関 連 性 が あ る と 報 告 し て

い る よ う に ， 学 童 期 以 降 の 土 台 と も な る の で 幼

児 期 に 望 ま し い 生 活 習 慣 を 確 立 す る こ と は 大 き

な 意 義 を 持 つ 。 2 4 時 間 し か な い 一 ・ 日 の 生 活 時 間

を ど の よ う に 割 り 振 る の か 考 え た 時 テ レ ビ ・

ビ デ オ 視 聴 時 間 を 減 ら す こ と は ， 目 に 見 え た 行

動 と し て 実 行 や 評 価 が し ゃ す く ， 効 果 が わ か り

や す い 。 家 庭 で の 限 ら れ た 生 活 時 間 の な か で 大

人 が 意 識 的 に テ レ ビ ・ ビ デ オ 時 間 を コ ン ト ロ ー

ル す る こ と が ， 幼 児 の 生 活 リ ズ ム を プ ラ ス の 連

鎖 に 移 行 さ せ 生 活 習 慣 を 確 立 す る た め の 有 効 な

手 段 に な り う る と 考 え ら れ る 。

3 ． ゲ ー ム 遊 び の 現 状 と 生 活 習 慣

　 ゲ ー ム は 7 7 ％ が 全 く し な い と い う 結 果 で あ

り ， ゲ ー ム を し て い る 場 合 で も 3 0 分 未 満 が 最 も

多 く ， テ レ ビ ・ ビ デ オ 視 聴 に 比 べ る と 接 触 割 1 合

は 低 い と い え る ． 。 東 條 1 3 ） の 調 査 と 比 べ ゲ ー ム を

す る 幼 児 の 割 合 は 若 干 多 い が ， ゲ ー ム 時 間 は 年

齢 が 上 が る ほ ど 増 す 傾 向 に あ る 点 は 同 じ で あ っ

た 。 ま た 長 時 間 群 に 男 子 ， 短 時 間 群 で は 女 子 の

割 合 が 多 か っ た 。 他 の 調 査 6 ） で も 同 じ 状 況 で あ

り ， ゲ ー ム で 遊 び 始 め る 3 歳 頃 か ら ゲ ー ム 遊 び

は 男 子 に お い て 活 発 で あ る と い え る 。 ま た ， き ょ

う だ い か ら の 影 響 や ， 幼 稚 園 児 の 場 合 は 保 育 所

児 よ り 在 宅 で の 時 間 的 長 さ や 友 だ ち と の 交 流 な

ど ゲ ー ム を す る 機 会 が 多 い こ と が ゲ ・ ・ ！ 一 ム 遊 び に

つ な が る と 考 え ら れ る 。 さ ら に ， テ レ ビ ・ ビ デ

オ 視 聴 時 間 と ゲ ー ム 時 間 に は 関 連 が あ り ， テ レ

ビ 長 時 間 群 の 方 が テ レ ビ 短 時 間 群 よ り も ゲ ー ム

を 長 時 間 し ゃ す い 傾 向 に あ っ た 。 子 ど も た ち は
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新 しいメディアが出現すると,旧 来の物を捨て

去るのではなく,それに加重する形でメディア

接触 を多様化 し,接触時間を拡大 してきてい

るのとの指摘のように,テ レビ・ビデオ視聴 と

ゲーム遊びには共通性があリテレビ長時間群で

はゲームの開始時期や長時間化への注意が必要

であることが示唆された。ゲーム時間と生活習

慣の関連では,睡眠 9時間以上の項 目のみ関連

が認められた。これはゲーム時間がテレビ 。ビ

デオ視聴時間に比べると短い時間であるため生

活リズムヘの影響がまだそれほど及んでいない

と考えられ,加齢に伴いゲーム時間が増加する

ことを考えると小学校以降問題になってくるこ

とが予測される。

ゲーム時間と遊びとの関連について,普段家

に帰ってから遊ぶ人として,同 じ幼稚園 。保育

所の同じ学年の人と遊ぶ割合が高いのはゲーム

長時間群であ り,大人と遊ぶ割合が高いのは

ゲーム短時間群であるという関連が認められ

た。幼児は帰宅後手軽に家の中で遊べるゲーム

を同じ園の同級生をゲーム仲間として遊んでい

る可能性が示唆された。

ゲーム遊びについて,テ レビゲームが前頭前

野の活動を低下させるという主張Dがあるが
,

前頭連合野がまだ完成 していない10歳以下の小

児については必ず しもゲームにより活動が悪 く

なるわけではなく,ゲームの影響の良し悪 しは

判断が難 しい。とする意見もあ り,脳活動への

影響は今後の研究を待たなければならない。し

かし,テ レビゲームによる眼への影響や肩こり

などの骨格筋への影響,胃腸の調子や頭痛など

健康への影響0は指摘されてお り,どのような

状況でどのくらいどうやってゲームをするのか

など,テ レビ 。ビデオ時間と同様に長時間化ヘ

の生活スタイルを考えたゲームの遊び方を指導

していくことが大切である。

4.テ レビ・ビデオ視聴時間,ゲーム時間と親子の

関わり方

親子で友だちのような言動が多い親,放任 し

ている親はテレビ長時間群に多いことが明らか

となった。NHK放送文化研究所が平成13年 か

ら行っている「子どもに良い放送プロジェクト」

調査Dの 中で,子 どものテレビに対する保護者
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の態度は,①ルールによって強く規制する「TV
コントロール」,②規制するほどではないが子

どもの接触の状態によって注意する「TVス ー

パービジョン」,③子どものテレビ接触を気に

かけ寄り添い,内容について話したりする「TV
コービューイング」の 3つがあり,母親 。父親

の TVコ ントロール態度,母親のTVス ーパー

ビジョン態度は全体的なテレビ接触時間を減ら

し,母親の TVコ ービューイング態度はテレビ

ジャンルのなかで教育番組の接触時間を増やす

という関連が認められている。従って,今回の

調査での親子で友だちのような言動が多い関わ

り方や,放任といった関わり方は,子 どもに対

し統制や注意ができにくい親子関係であること

が予想され,考え方は一致する。テレビは当た

り前のように生活の中に溶け込んでいるからこ

そ,で きる限り子どもに良い影響を与える番組

選択や時間設定,見方ができるように,親 自身

が主体的に子どもに関わってテレビ・ビデォ視

聴のルールを作っていくことが望まれる。

ゲーム時間と親子の関わり方の関連について

は,普段親子で一緒に遊ぶ親はゲーム短時間群

に多いことが明らかとなった。ゲームの接触時

間はピークが小学生であり,小学校 4年生男子

の場合ゲーム時間の長短の有意な影響要因は運

動や読書など他にやることがあるかどうかで

あつたという報告Dがある。幼児の場合も一緒

に遊んでくれる親の存在や,ま た子どもだけで

安全に外遊びができるような地域環境があり,

他にすることがあれば,ゲームの習慣化や長時

間化につながることは少ないと考えられる。逆

にそのような子育て環境が十分とはいえないか

ら,前述したように同級生を遊び相手として家

の中でゲームをしている現状がうかがえる。

さらに,テ レビ・ビデオ視聴時間,ゲーム視

聴時間ともに絵本の読み語 りを毎日する親は
,

長時間群より短時間群の方が多いことが明らか

となった。このことは,「子どもに良い放送プ

ロジェクト」第 3回調査1の でも同様の結果が報

告されている。絵本の読み語りを毎日する時間

を捻出するために必然的にメディア接触の時間

が減るのか,絵本の読み語りを毎日する親は子

育て意識が高くメディアコントロールを実践し

ているのかはわからないが,絵本の読み語りと
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新 し い メ デ ィ ア が 出 現 す る と ， 1 旧 来 の 物 を 捨 て

去 る の で は な く ， そ れ に 加 重 す る 形 で メ デ ィ ア

接 触 を 多 様 化 し ， 接 触 開 聞 を 拡 大 し て き て い

る ユ 4 ） と の 指 摘 の よ う に ， テ レ 1 ビ ・ ビ デ オ 視 聴 と

ゲ ー ム 遊 び に は 共 通 性 が あ り テ レ ビ 長 時 間 群 で

は ゲ ー ム の 開 始 時 期 や 長 時 問 化 へ の 注 意 が 必 要

で あ る こ と が 示 唆 さ れ た 。 ゲ ー ム 時 間 と 生 活 習

慣 の 関 連 で は ， 睡 眠 9 時 間 以 上 の 項 目 の み 関 連

が 認 め ら れ た 。 こ れ は ゲ ー ム 時 間 が テ レ ビ ・ ビ

デ オ 視 聴 時 間 に 比 べ る と 短 い 時 間 で あ る た め 生

活 リ ズ ム へ の 影 響 が ま だ そ れ ほ ど 及 ん で い な い

と 考 え ら れ ， 加 齢 に 伴 い ゲ ー ム 時 間 が 増 加 す る

こ と を 考 え る と 小 学 校 以 降 問 題 に な っ て く る こ

と が 予 測 さ れ る 。

　 ゲ ー ム 時 間 と 遊 び と の 関 連 に つ い て ， 普 段 家

に 帰 っ て か ら 遊 ぶ 人 と し て ， 同 じ 幼 稚 園 ・ 保 育

所 の 同 じ 学 年 の 人 と 遊 ぶ 割 合 が 高 い の は ゲ ー ム

長 時 間 群 で あ り ， 大 人 と 遊 ぶ 割 合 が 高 い の は

ゲ ー ム 短 時 間 群 で あ る と い う 関 連 が 認 め ら れ

た 。 幼 児 は 帰 宅 後 手 軽 に 家 の 中 で 遊 べ る ゲ ー ム

を 1 同 じ 園 の 同 級 生 を ゲ ー ム 仲 間 と し て 遊 ん で い

る 可 能 性 が 示 唆 さ れ た 。

　 ゲ ー ム 遊 び に つ い て ， テ レ ビ ゲ ー ム が 前 頭 前

野 の 活 動 を 低 下 さ せ る と い う 主 張 1 5 ） が あ る が ，

前 頭 連 合 野 が ま だ 完 成 し て い な い 1 0 歳 以 下 の 小

児 に つ い て は 必 ず し も ゲ ー ム に よ り 活 動 が 悪 く

な る わ け で は な く ， ゲ ー ム の 影 響 の 良 し 悪 し は

判 断 が 難 し い エ 6 ） と す る 意 見 も あ り ， 脳 活 動 へ の

影 響 は 今 後 の 研 究 を 待 た な け れ ば な ら な い 。 し

か し ， テ レ ビ ゲ ー 一 一 ム に よ る 眼 へ の 影 響 や 肩 こ り

な ど の 骨 格 筋 へ の 影 響 ， 胃 腸 の 調 子 や 頭 痛 な ど

健 康 へ の 影 響 1 7 ） は 指 摘 さ れ て お り ， ど の よ う な

状 況 で ど の く ら い ど う や つ で ゲ ー ム を す る の か

な ど ， テ レ ビ ・ ビ デ オ 時 間 と 同 様 に 長 時 間 化 へ

の 生 活 ス タ イ ル を 考 え た ゲ ー ム の 遊 び 方 を 指 導

し て い く こ と が 大 切 で あ る 。

4 ． テ レ ビ ・ ビ デ オ 視 聴 時 間 ， ゲ ー ム 時 間 と 親 子 の

　 関 わ り 方

　 親 子 で 友 だ ち の よ う な 言 動 が 多 い 親 放 任 し

て い る 親 は テ レ ビ 長 時 問 群 に 多 い こ と が 明 ら か

と な っ た 。 N H K 放 送 文 化 研 究 所 が 平 成 1 3 年 か

ら 行 っ て い る 「 子 ど も に 良 い 放 送 プ ロ ジ ェ ク ト 」

調 査 ユ 8 ） の 中 で ， 子 ど も の テ レ ビ に 対 す る 保 護 者
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の 態 度 は ， ① ル ー ル に よ っ て 強 く 規 制 す る 「 T V

コ ン ト ロ ー ル 」 ， ② 規 制 す る ほ ど で は な い が 子

ど も の 接 触 の 状 態 に よ っ て 注 意 す る 「 T V ス ー

パ ー ビ ジ ョ ン 」 ， ③ 子 ど も の テ レ ビ 接 触 を 気 に

か け 寄 り 添 い ， 内 容 に つ い て 話 し た り す る 「 T V

コ ー ビ ユ ー イ ン グ 」 の 3 つ が あ り ， 母 親 ・ 父 親

の T V コ ン ト ロ ー ル 態 度 ， 母 親 の T V ス ー パ ー

ビ ジ ョ ン 態 度 は 全 体 的 な テ レ ビ 接 触 時 間 を 減 ら

し ， 母 親 の T V コ ・ 一 ビ ュ ー イ ン グ 態 度 は テ レ ビ

ジ ャ ン ル の な か で 教 育 番 組 の 接 触 時 間 を 増 や す

と い う 関 連 が 認 め ら れ て い る 。 従 っ て ， 今 回 の

調 査 で の 親 子 で 友 だ ち の よ う な 言 動 が 多 い 関 わ

り 方 や ， 放 任 と い っ た 関 わ り 方 は ， 子 ど も に 対

し 統 制 や 注 意 が で き に く い 親 子 関 係 で あ る こ と

が 予 想 さ れ ， 考 え 方 は 一 致 す る 。 テ レ ビ は 当 た

り 前 の よ う に 生 活 の 中 に 溶 け 込 ん で い る か ら こ

そ ， で き る 限 り 子 ど も に 良 い 影 響 を 与 え る 番 組

選 択 や 時 間 設 定 ， 見 方 が で き る よ う ． に ， 親 自 身

が 主 体 的 に 子 ど も に 関 わ っ て テ レ ビ ・ ビ デ オ 視

聴 の ル ー ル を 作 っ て い く こ と が 望 ま れ る 。

　 ゲ ー ム 時 間 と 親 子 の 関 わ り 方 の 関 連 に つ い て

は ， 普 段 親 子 で 一 緒 に 遊 ぶ 親 は ゲ ー ム 短 時 間 群

に 多 い こ と が 明 ら か と な っ た 。 ゲ ー ム の 接 触 時

． 間 は ピ ー ク が 小 学 生 で あ り ， 小 学 校 4 年 生 男 子

の 場 合 ゲ ー ム 時 間 の 長 短 の 有 意 な 影 響 要 因 は 運

動 や 読 書 な ど 他 に や る こ と が あ る か ど う か で

あ っ た と い う 報 告 1 8 ） が あ る 。 幼 児 の 場 合 も 一 緒

に 遊 ん で く れ る 親 の 存 在 や ， ま た 子 ど も だ け で

安 全 に 外 遊 び が で き る よ う な 地 域 環 境 が あ り 。

他 に す る こ と が あ れ ば ， ゲ ー ム の 習 慣 化 や 長 時

間 化 に つ な が る こ と は 少 な い と 考 え ら れ る 。 逆

に そ の よ う な 子 育 て 環 境 が 十 分 と は い え な い か

ら ， 前 述 し た よ う に 同 級 生 を 遊 び 相 手 と し て 家

の 中 で ゲ ー ム を し て い る 現 状 が う か が え る 。

　 さ ら に ， テ レ ビ ・ ビ デ オ 視 聴 時 間 ， ゲ ー ム 視

聴 時 間 と も に 絵 本 の 読 み 語 り を 毎 日 す る 親 は ，

長 時 間 群 よ り 短 時 間 群 の 方 が 多 い こ と が 明 ら か

と な っ た 。 こ の こ と は ， 「 子 ど も に 良 い 放 送 プ

ロ ジ ェ ク ト 」 第 3 回 調 査 1 9 ） で も 同 様 の 結 果 が 報

告 さ れ て い る 。 絵 本 の 読 み 語 り を 毎 日 す る 時 間

を 捻 出 す る た め に 必 然 的 に メ デ ィ ア 接 触 の 時 間

が 減 る の か ， 絵 本 の 読 み 語 り を 毎 日 す る 親 は 子

育 て 意 識 が 高 く メ デ ィ ア コ ン ト ロ ー ル を 実 践 し

て い る の か は わ か ら な い が ， 絵 本 の 読 み 語 り と
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いう親の直接的な関わりが重要であり,テ レビ

やゲームの接触時間を抑制する可能性が大きい

ことが示唆された。

V.ま  と め

幼稚園・保育所に通所する 3歳から就学前の

幼児を持つ保護者を対象として,幼児の生活実

態調査 を行いテレビ・ビデオ視聴時間および

ゲーム時間の現状と幼児の生活習慣,遊び,保

護者の親子の関わり方との関連を検討 した結果

以下のことが明らかとなった。

1.幼稚園・保育所に通っている幼児の平日の

テレビ・ビデオ視聴時間は 1～ 2時間が最 も

多 く,視聴時間に年齢 。性別・家族形態 。通

園施設差はなかった。30分以上視聴 している

者が全体の96.1%を 占め,テ レビ 。ビデオ視

聴は当たり前の生活習慣となっている様子が

うかがえた。

2.テ レビ・ビデオ視聴時間を2時間未満のテ

レビ短時間群と2時間以上のテレビ長時間群

に分け生活習慣に関 して χ
2検

定を行ったと

ころ,テ レビ短時間群は長時間群 より早寝 ,

早起 き,9時間以上の睡眠時間,毎 日朝食の

摂取,朝の排便習慣 という好ましい生活習慣

であった。テレビ・ビデオ視聴時間を短時間

にとどめることが生活リズムを好循環に移行

させ健康的で好ましい生活習慣の形成をはか

る方向に作用する可能性が示唆された。

3.ゲームは幼児の77%は していなかったが ,

ゲーム時間は男子の方が女子より多 く,年齢

が上がるほど増える傾向にあつた。きょうだ

いがあること,幼稚園に通園していることも

ゲームをすることと関連があった。さらに,

同じ園の同級生をゲーム仲間として遊んでい

る可能性が示唆された。また,テ レビ長時間

群はゲームを長時間することと関連があ り,

開始時期や長時間化への注意が必要である。

4.親子で友だちのような言動が多い親,放任

している親はテレビ長時間群に多 く,子 ども

に対 し統制や注意ができにくい親子関係がテ

レビ視聴時間を増長させると考えられた。普

段親子で一緒に遊ぶ親はゲーム短時間群に多

く,一緒に遊んで くれる親の存在や他にする

ことがある環境を作ることが,ゲームの習慣

79

化や長時間化 を予防すると考えられた。また
,

絵本の読み語 りを毎 日する親は,テ レビ短時

間群,ゲーム短時間群の方が多 く,親の直接

的な関わ りがテレビやゲームの接触時間を抑

制する可能性が大 きいことが示唆 された。

5.テ レビ・ビデオ視聴が当た り前の生活習慣

である現代 は,子 どもも親 もテレビ・ビデオ

やゲームなどのメデイアとの接触 を切 り離 し

て生活することはで きない。今後は親のテレ

ビ・ビデオ視聴に対する認識や関わ り方 を調

査 し,子 どもの節度ある視聴行動 を育成する

ための親の健康教育につなげてい きたい。
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いう親の直接的な関わりが重要であり，テレビ

やゲームの接触時間を抑制する可能性が大きい

ことが示唆された。

V．ま　と　め

　幼稚園・保育所に通所する3歳から就学前の

幼児を持つ保護者を対象として，幼児の生活実

態調査を行いテレビ・ビデオ視聴時間および

ゲーム時間の現状と幼児の生活習慣．遊び保

護者の親子の関わり方との関連を検討した結果

以下のことが明らかとなった。

1，幼稚園・保育所に通っている幼児の平日の

　テレビ・ビデオ視聴時間は1～2時間が最も

　多く，視聴時間に年齢・性別・家族形態・通

　園施設差はなかった。30分以上視聴している

者が全体の96．1％を占め，テレビ・ビデオ視

　聴は当たり前の生活習慣となっている様子が

　うかがえた。

2．テレビ・ビデオ視聴時間を2時間未満のテ

　レビ短時間群と2時間以上のテレビ長時間群

　に分け生活習慣に関してx2検定を行ったと

　ころ，テレビ短時間群は長時間群より早寝，

　早起き，9時間以上の睡眠時間，毎日朝食の

　摂取，朝の排便習慣という好ましい生活習慣

　であった。テレビ・ビデオ視聴時間を短時聞

　にとどめることが生活リズムを好循環に移行

　させ健康的で好ましい生活習慣の形成をはか

　る方向に作用する可能性が示唆された。

3．ゲームは幼児の77％はしていなかったが，

　ゲーム時間は男子の方が女子より多く，年齢

　が上がるほど増える傾向にあった。きょうだ

　いがあること，幼稚園に通園していることも

　ゲームをすることと関連があった。さらに，

　同じ園の同級生をゲーム仲間として遊んでい

　る可能性が示唆された。また，テレビ長時間

　群はゲームを長時間することと関連があり，

　開始時期や長時間化への注意が必要である。

4，親子で友だちのような言動が多い親放任

　している親はテレビ長時間群に多く，子ども

　に対し統制や注意ができにくい親子関係がテ

　レビ視聴時聞を増長させると考えられた。普

　段親子で一緒に遊ぶ親はゲーム短時聞群に多

　く，一緒に遊んでくれる親の存在や他にする

　ことがある環境を作ることが，ゲームの習慣
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化や長時間化を予防すると考えられた。また，

絵本の読み語りを毎日する親は，テレビ短時

間群，ゲーム短時問群の方が多く，親の直接

的な関わりがテレビやゲームの接触時間を抑

制する可能性が大きいことが示唆された。

5．テレビ・ビデオ視聴が当たり前の生活習慣

である現代は，子どもも親もテレビ・ビデオ

やゲームなどのメディアとの接触を切り1離し

て生活することはできない。今後は親のテレ

ビ・ビデオ視聴に対する認識や関わり方を調

査し，子どもの節度ある視聴行動を育成する

ための親の健康教育につなげていきたい。

謝　辞

　本調査にご協力くださいましたA市教育委員会，

幼稚園・保育所の教職員の皆様保護者の皆様に深

く感謝いたします。また，本研究をすすめるにあたり，

貴重なご指導・ご助言を賜りました島根大学医学部

塩飽邦憲教授に心より感謝申し上げます。

　本論文の一部は第53回日本小児保健学会（2006年

山梨）で発表した。
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